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八戸市美術館特別展｢両用の眼 2007｣―こだわらない自由がある。こだわりの美しさがある。―が７月２１日

から８月２６日まで開催されました。今回は公開対談もあり多数の来場者で賑わいました。 

 

｢豊かさの発見｣ 
 

      八戸市美術館 ｢ハビボ会｣会長 安藤清一 

 

 ハビボ会員は37名である。ハビボ会員は美術館

との関わりを持ちながら、ボランティア活動を通し

て、奉仕活動、他者援助、ある組織やある人々を援

助するという活動であると同時に、自分自身の自己

表現にとっても重要な位置を占める。これをもう少

し広げていくと、色々なところに関わることができ

る。  

ボランティアリズム、ボランティア精神は、もと

もとボランティアの｢ボラント｣という言葉で、ラテ

ン語にそういう言葉がある。これは｢意思｣という意

味である。人間の意志。意思に基づく活動が｢ボラ

ンティア｣である。自分がやりたい、あるいは自分

がやらなければならない、と本当に思ったことを行

動に移すことがボランティアである。 

これまでボランティアというと、どうしても奉仕

や慈善活動といったイメージが強かったのですが、

１９９５年の阪神淡路大震災をきっかけとして、

人々のボランティアへの関心や活動が大きく広が

りを見せるようになりました。 

高度成長期を経て暮らしが豊かになったり、バブ

ルの好景気がはじけたりしてくると、精神的な充足

感を求める人々が増え、さらに、少子化や高齢化社

会で余暇時間が増えてきたことなどして、ボランテ

ィア活動への関心や意識、活動の様子、内容などが

変わってきました。  

 

 

また、１９９０年代以降、国の施策としても、生

涯にわたって自ら学ぶことをすすめる生涯学習の

考え方がうちだされました。ボランティアをやるな

ら趣味や特技を生かし、知的好奇心を満たす活動が

したいという、現代の人々の本音、素直な気持ちを

表している。 

２００１年３月に日本経済新聞社が実施した｢や

ってみたいボランティア活動｣によると、｢美術館ボ

ランティア｣が２位であった。楽しみながら社会貢

献するボランティアは自分のためからスタートす

る文化活動であり、結果的には、自分の生き方や周

囲を豊かにする証である。  

関わることによって自分の世界を広げる、自分の

友だちを多くすることができる。自分の知らない

色々なことを発見することができる。これがボラン

ティア活動。だから、自分自身を豊かにする一つの

活動だろうと思う。 

関わるという言葉、ボランティア活動というのは、

まさに関わる仕事である。社会的な関わり、ボラン

ティア活動は人間的な、社会的な関わりを増やす、

そういう機会を増やす役割を持っている。関わり方

がどんどん広がっていく。 

 関わり合いということは、ボランティアをやって

いる側にとってはとても大事で、そこに新しい情報

Intelligenceがどんどんわき上がってくる。ボラ

ンティア活動はそういったものを生み出す。それこ

そ豊かさの発見である。 

 

｢ハ ビ ボ 会 組 織 会 ｣ 
 

 ５月８日(火)１３：３０から美術館講義室に於いて、組織会が開かれました。今年度の会員数は３７名で、

会長・安藤清一、副会長・工藤成子、事務局長・白石昭宣、会計・平さよ，岡本祐美子、監査・吉田智恵，

佐々木惣一、幹事・松本貴四郎，岩崎優子、研修支援・白石昭宣、行事・広報・成田敏子、資料整理・若林

松蔵、創作指導・安藤清一となりました。 



 

「 赫 い 砂 壁 」  田 村 能 里 子  

 
Ｑ1．この絵を見てどんな感じがしますか 
 

 暑い国、寒い国、中国やインド、戦争を 

しているような国、ほとんど子が暑い国と感じたよ

うです。 

 

Ｑ2．おじいさんは何をしているところだろう 

 

〔人形〕を持っている、を作っている、と話してい

る、と遊んでいる、を売っている、商売をしている、 

考えごとをしている、裸足で貧乏そう、動物が好き

そうでやさしそうなおじいさん、ひとりぼっちで 

愛おしそうに人形をなでていて寂しい感じ、占いを

している、通りがかりの人に昔あった戦争の話を 

しているなど。 

 
 
 

「 白 蓮 華 図 － 楽 園 － 」  安 西  大  
 

Ｑ1．この絵を見てどんな感じがしますか 

 

涼しそう、楽園、天国、蝶が楽しそう、豊かな自

然、静か、のどか、きれい、穏やか、落ち着く、楽

しい、平和、全ての生き物がゆっくり休んでいてと

ても幸せな感じ、生命を感じる、人間の手の届かな

いところでたくさんの生き物たちがそれぞれの命

の時間を謳歌しているようだ、今にも動き出しそう

で水の音が聞こえてきそうだ、虫が歌を歌っている

ような感じ、森の中の小さな池など。 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                         
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公開対 談開 催  
 

去る７月２２日(日)、美術館講義室にて佐野ぬ

い氏、豊島弘尚氏、富山秀男氏の公開対談が開催

され、約１００名の方が来場して講義室は満員と

なりましたが、みなさん熱心に対談者の話に聞き

入っていました。 

 両洋の眼委員長の富山氏が、｢現代の美術は“パ

トロン”という存在がいないこともあり、応援が

活発でないと活動がしぼんでしまう。応援者とは

鑑賞者であり文化の担い手である｣と話していた

のが印象的でした。 

 画家で女子美術大学学長の佐野氏は、絵を描く

ようになったきっかけ、『佐野ブルー』と言われる

青色へのこだわり、絵を描けない時の対処法など

を話されました。また、大学で生徒に教えるとき

「背骨が真っ直ぐである絵を描きなさい」という

お話では、『絵を～』の部分を『生活をしなさい』

に置き換えてもいいかもしれないと思いました。 

 八戸出身の画家、豊島氏は大学時代の授業での

エピソードや文化庁の派遣で北欧に行ったときの

話などをされました。また、具象・抽象・日本画・

洋画という枠にとらわれず、ジャンルを超えて描

くということもお話ししていました。 

佐野氏・豊島氏両氏が、｢絵を描くときは『色・

形・○』が大事。三番目の○はいくつも解釈があ

る｣とお話しされ、自分なら○に何が入るだろうと

考えました。デザイン？空間？質感？それとも全

然ちがうこと？もしかすると制作の度に違う言葉

が入るのだろうか？みなさんならどんな言葉をい

れますか？ 普段あまり聞く機会のない画家や評

論家の方の話を聞けたのはとてもよかったと思い

ます。画家本人の話を聞いた後に絵を改めて観る

と絵の印象とは別に『親近感』を持って観ること

ができました。         （笹本紗代） 

 

「 夜 が 明 け る 前 に 」  井 澤 幸 三  

 

Ｑ1．この絵を見てどんな感じがしますか 
  

暗い感じ、薄暗い、明るい、夜明けなのでこれか

ら明るくなる、寂しい、ひっそりしている、暗いが

女の子は明るい、女の子が絵から浮き出てきそう、

孤独な感じなどですがほとんどの子は暗いと感じ

たようでした。 

 
Ｑ2．女の子はどんな気持ちだと思いますか 
 

 寂しそう、(一人で、少し、とても、家族がいな

くて)悲しい、夜明けを待っている、人を待ってい

る、夜の中に何かをみつけたようだ、夜明けを眺め

て少し感動しているような表情、大事な人(もの)

をなくしたような表情、大事なものを探している、

風景(背景)のように木と水が続いている中で広が

って行くような感じがし少女の気持ちも何処まで

も広がるようなすっきりした感じ、遠い目をして何

かをみつめている、仲間はずれにされた、裸足、誰

かを見送ったなど。 

 ―こだわらない自由がある。こだわりの美しさ
がある。―とした「両洋の眼」展が７月２１日か

ら８月２６日まで開催されました。 

 著名な画家や若手画家７０名の新作と特別出

品２名の作品、計７２点が紹介され、その中には

青森県出身の佐野ぬい氏、豊島弘尚氏の作品もあ

りました。また、両洋の眼委員長の富山秀男氏と

佐野氏、豊島氏の公開対談は定員５０名に対して

１００名ほどの聴衆が訪れ、なかなか聞くことの

出来ない貴重なお話に耳を傾けていました。 

  
美術館では、夏休み中の子どもにも楽しみなが

ら観てもらおうと小中学生向けにクイズと、指定

した３枚の絵を観ての印象、感想を書いてもらう

アンケートを実施しました。集まったアンケート

には思い思いの感想が綴られており、大人の眼と

は違った見方がうかがえました。 

 アンケート結果をまとめてみました。十人十色、

百人百様、いろいろな感じ方があり感受性の豊かさ

を教えられました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

両洋の眼のボランティアは楽しかっ

た。会場の隅の椅子に腰掛け、そこか

ら見える絵とじっくり向き合えて、あ

っという間に時間がたってしまう。グ

ッズ販売では、｢これは日本画？洋

画？｣の質問に考え込んだり、小学生が

選ぶカードに感心したり、｢聞かない作

家だが新人？｣の問いに困ったりして

おもしろかった。三回目の来八を楽し

みにしている。   千葉マキ子 

  中央画壇の大作とは、こんなにも迫力があるも

のだろうか。ただ単にサイズが大きいのではなく、

入念に、緻密に描かれているのだ。その上、視る人

を釘付けにしてしまうほどの強烈な色づかいにも

圧倒されてしまう。 

｢雨に洗われる骨の花｣や｢交差する刻｣の楽しそ

うなすれ違いはとても印象的だ。煙草をくわえる赤

い口やダウンタウンのアメリカは古き良き時代の

名残を色濃く感じてしまう。そして｢七福呂｣や｢う

たたね記｣のほのぼのとしたのどかさは、思わずほ

っとした気持ちにさせてくれるところがあり顔も

ほころびてしまう。今年もこんな刻、至福な瞬間に

巡り合わせてくれて感謝です。   清水政枝 

 

｢春 の 古 都  二 条 城 ｣ 
     

～情緒のある旅には古都京都がお薦めです～ 
 

１０００年よりの都、そして竹取翁の里から平安貴

族、源氏物語へと。通り一つはいるとそのままの趣が

あちこちに流れています。 

さて今回はその一つ二条城です。 

｢築城４００年記念 展示収蔵館｣公開の第一期｢白

書院の非公開障壁画展｣の『雪中梅竹柳小禽図』初公

開を白書院で拝みました。４００年を経た巨大な襖絵

は新収蔵館へ、また、伝統的材料と技法からなる模写

画は往時の豪華な姿で黒・白書院を飾っています。は

るか彼方から耳にすることと目の当たりにすること

の大きな違いにびっくりすることでしょう。 

金田百合子 

「 靉 光 展 」  
 

 五月下旬、久しぶりに東京国立近代美術館へ行っ

た。運良く生誕百年靉光展が開催されていた。見たこ

ともない字だが｢AIMITUS｣だそうな。本名は石村日郎、

広島県生まれ。１７歳で上京し｢池袋モンパルナス｣

と呼ばれた界隈で仲間たちと切磋琢磨しながら自ら

の画風を模索、二〇〇号にも及ぶ画布(板のようでも

ある)にモチーフは牛に見えるが題は｢眼のある風

景｣、迫力がある。シュールレアリズムの影響だが決

してその一言では片付けられない謎に満ちたものだ

そうだ。  

「編物をする女」などなじみ深いものもあった。 

戦争によってわずか三八歳で戦病死。 

                 斉藤しげ子 
※石村日郎(いしむらにちろう)→靉川光郎(あいかわみつ

ろう)→靉光(あいみつ) 

 

～｢鑑賞の旅｣～ 
ＮＨＫ日曜美術館３０年展 

５月１１日(金) 

岩手県立美術館 

多くの人が訪れており、私も大好きなこの番組の

ファンの多さを改めて思う。３０年間続いているこ

の番組の良さはゲストが専門家だけでなく、音楽家、

文学家といった文化人から経済人まで幅広いことだ

ろう。 

会場のＶＴＲでは若々しい遠藤周作や五木寛之、

手塚治虫らが語っていた。好きなことに関して語る

ときの人は本当にいい顔をするものだぁと思う。 

もう一つの良さは本人がじっくり語ったり、また

は日記や手紙、家族の話からその時代と作家の人柄

や人生観まで見せてくれることだろう。芸術家とい

うのは、描く人、創る人ではなく、描かずにおれな

い人、創らずにはおれない人だとわかる。 

今回は画面で見た素晴らしい作品が目の前に一堂

にあり、ワクワクと楽しかった。八木一夫氏、山口

華楊氏、杉山寧氏、三岸節子氏の作品と出会えて嬉

しかった。            千葉マキ子 

 

  

｢両洋の眼｣展の会場ボランティアを

した。来場者の中に小学生の男の子が

夏休みの宿題として｢本物にふれた感

想と一番いいと思った絵をスケッチす

ること、そしてなぜそう思ったか｣とい

う課題に熱心に取り組んでいるのが印

象的だった。私も鑑賞するときの参考

にしようと思った。他に親子連れ、女

性同士の方など思い思いに絵を眺めて

いた。         浅野恵美子 
 

 こだわらない自由がある。こだわりの美しさがあ

る…の字句にこだわって拝見した。訴えたいもの、

こだわっているものなど、文章より如実に感じられ

るのは想いが通じてしまうものを絵の中にこめて

いるから。絵はちょっと恐いものかもとおもってし

まった。絵に関わっていると誰でもちょっと難しく

ても味わいのある絵に心が傾いてしまう。私は「小

憩」とか「せんとかたちとさんかくきいろ」に好感

を抱きました。そういった意味でも今回の両洋の眼

は安らぎを感じさせるものがたくさんありとても

よかった。            佐藤玲子 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 19年 8月  日発行 

◆水彩画教室が６月～９月まで開催されました。講師

の方は安藤清一さん、白石昭宣さん、浅沼弘さんでし

た。 

～ 納 涼 会 ～  
 

 恒例の納涼会が７月２８日(土) 

左エ門三日町店で６時３０分から 

開かれました。4月からハビボ会 

に入会した新人の私としては、少々緊張して会場に入っ

たのです。 

 美術館職員の四戸さんを加え参加者２０人、自分の好

きな花について一人一人語っていき、じゃんけんゲーム

をする頃には大いに盛り上がり、ゲーム勝者には図録や

会員の笹本さんが作ったアクセサリーが贈られました。

最初の緊張は何処へやら、世代を超え、美術、芸術を愛

する方々と本当に楽しく過ごせた納涼会でした。 

 (南郷資料館長の松本さん 

からブルーベリーの差し入 

れがありました。) 

        坂本和美 

 

■ＩＣＡＮＯＦ（イカノフ）企画展■ 

 『イスムス展』 
■      ９月１２日（水）～９月３０日（日） 
イカノフは市民とアートをつなぐ場づくりを考える

市民によるボランティア団体で、毎年、写真展を開催

しています。現代社会のさまざまを映し出します。 

   ※入場無料 

 

■コレクション展 Ⅱ■ 
      １０月６日（土）～１２月２６日（日） 

コレクション展（Ⅰ～Ⅳ）では、八戸市美術館が開館

以来収蔵してきた作品を年間四期に分けてご紹介し

ます。 

 

■コレクション展 Ⅲ■ 
      １月５日（土）～３月２日（日） 

■コレクショ展 Ⅳ■ 
      ３月８日（土）～４月２０日（日） 

コレクション展（Ⅰ～Ⅳ）では、八戸市美術館が開館

以来収蔵してきた作品を年間四期に分けてご紹介し

ます。 
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と
が
で
き
る
の
は
大
事
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 

千
葉 

  

写
真
の
見
方
は
よ
く
わ
か
ら
な

い
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
か
切
り
取
ら

れ
た
時
間
の
凝
縮
を
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
年
で
７
回
目
の

イ
カ
ノ
フ
展
。
地
方
で
こ
れ
だ
け
の

写
真
展
は
な
か
な
か 

な
い
と
思
う
。 

八
戸
っ
て
す
ご
い
。 

 
 
 
 
 

山
口 

 

◇ 油 絵 入 門 講 座 開 催 ◇  
 

恒例の油絵入門講座が１０月から２０年１月まで

の第１・第３の金曜日に開催されます。時間は午後６

時２０分～８時までで美術館の講義室で行われます。

講師の方は安藤清一さん、若林松蔵さん、工藤成子さ

んです。 

ICANOF第７企画展 

｢ＩＳＴＨＭＵＳ(イスムス＝地峡)展｣ 
            ９月１２日(水)～３０日(日) 

 今回の企画展は南の島沖縄との遭遇がテーマという

ことで、沖縄在住の写真家比嘉豊光さんの写真数百点

が美術館に展示されています。他にも県内在住の市民

による作品も展示、そして特別プログラムとしてトー

クショウやダンスも行われました。いろいろな視点か

らの芸術を堪能しましょう。 

 

東 北 の 美 術 館 催 事  
 

□青森県立美術館 ９月２９日(土)～１０月２１日(日) 

【舞台芸術の世界】 

―ディアギレフのロシアバレエと舞台デザイン― 
 

□岩手県立美術館 １０月６日(土)～１１月２５日(日) 

もりとぴあねっと共同企画 

【アート・記憶・場所】 

□ 秋田市立千秋美術館 ９月２７日(木)～ 
１１月２５日(日) 

【秋田蘭画とその時代展】  
 

□宮城県立美術館  ９月２３日(日)～１１月４日(日) 

 【日展１００年】 ―文・帝展時代から今日までー 

□福島県立美術館 １０月６日(土)～１１月１１日(日) 

【上村松園展】 近代と伝統 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 
 

□東京近代美術館  ９月４日(火)～１０月２１日(日) 

【平山郁夫展】 祈りの旅路 


